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－耐⽕性能を有する超⾼強度RCセグメント（UHS-RCS）－

超⾼強度RCセグメント

「⼤深度地下の公共的使⽤に関する特別措置法」が適⽤される道路や鉄道などの⼤⼝径シールド⼯事において、
⼤規模な建物荷重等が作⽤する条件下では、従来のRCセグメントでは曲げ圧縮耐⼒が不⾜するため、⾼価な
合成セグメントが採⽤されています。そこで、超⾼強度RCセグメントを開発し、曲げ圧縮耐⼒を向上させて、
安価なRCセグメントで構造を成⽴させることにより、コストの縮減と⼯事の合理化を実現するものです。
本セグメントは、⼀般に⽤いられているRCセグメントと同様な形状⼨法をもち、ポリプロピレン繊維（pp）と
シリカフューム（SF）を⽤いて、従来のRCセグメントと同様な⽅法で製作できます。

本技術は、⻄松建設㈱、⼾⽥建設㈱、⽇本コンクリート⼯業㈱の共同開発で、2025年7⽉に ⼀財) 先端建設
技術センター の技術審査証明を取得しました。本技術の特⻑を以下に列挙します。

➀ 耐⽕性能を有する。

➁ 通常コンクリートの設計基準強度（42〜60N/mm2）を⼤きく超える、超⾼強度（80〜120
N/mm2）を有する。

➂ 曲げ圧縮耐⼒が⼤きく安価なため、合成セグメントの代替として活⽤できる。

技術概要

図－１ 超⾼強度RCセグメント
を使⽤したシールドトンネル 図－２ 超⾼強度RCセグメント概要図

表－１ 超⾼強度コンクリート配合例（ｆ'ck＝100 N/mm2）
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適⽤範囲および適⽤条件

超⾼強度RCセグメントの適⽤範囲および適⽤条件を表－２に⽰します。

表－２ 超⾼強度RCセグメントの適⽤範囲および適⽤条件

技術の特徴

従来のRCセグメントのコンクリート設計基準強度は 42〜60 N/mm2ですが、本RCセグメントのコンクリー
ト強度は 80〜120 N/mm2 を対象としています。本コンクリートは、以下の特徴を有しています。

➀ 耐⽕およびはく落防⽌を⽬的としてコンクリートに pp1と pp2 を混⼊しているため、耐⽕とはく落防⽌
が要求される道路トンネル、およびはく落防⽌が要求される鉄道トンネルへの適⽤に優位性があります。
なお、道路、鉄道以外の⽤途についても、コンクリートに⾼強度が求められる場合には、従来技術に⽐べ
て適⽤性に優れています。

➁ 従来セグメントのコンクリートの設計強度を超える
超⾼強度 80〜120 N/mm2 を対象としています。

➂ 通常と同様な⽅法で、セグメントを製造するために
必要なコンクリートの流動性、早期脱型強度を確保
できます。

➃ ➀〜➂を同時に満⾜させるため、低⽔セメント⽐で
流動性を確保できるように SFを配合したコンクリ
ートとしています。

耐⽕⽤ pp1 はく落防⽌⽤ pp2

写真－１ 有機繊維（ポリプロピレン）

審査証明の結果

⼀財）先端建設技術センターにおける技術審査の結果、以下の開発⽬標が確認されました。

➀ pp 繊維および SFを混⼊した超⾼強度コンクリート（以降、超⾼強度コンクリートと呼ぶ）が、
所定の強度を確保できること

➁ 超⾼強度コンクリートが、道路トンネルとして所定の耐⽕性能を有していること

➂ 超⾼強度コンクリートを⽤いた超⾼強度RCセグメントが、従来のRCセグメントと同様な⽅法
で製作できること

➃ 製作された超⾼強度RCセグメントが、所定の構造性能を有していること
※ 特許登録（特許第7381623号 他）


